
 

 

Fig. 1 Example of motion illusion 
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１． はじめに 
 Fig. 1 に示す図は, 白
い楕円が動いて見える錯
視である. この錯視は, 
フレーザー・ウィルコッ
クス錯視に呈示されて
いる「高コントラスト情
報ほど知覚(信号伝達)
速度が速いとの観測結
果に基づき, 図形中の
高コントラスト側を低コ
ントラスト側に先行して
認識することで, 高コン
トラスト側から低コント
ラスト側へ向かう動きの
認識が説明可能」とする仮
説[1]の運動方向とは逆向
きである. 前記例示のようにコントラスト差のみで
運動錯視を説明することは無理がある[2][3]. 本研究で
はコントラスト情報以外の運動錯視の要因調査を目
的とした. 
 

２． 実験目的・方法 

 図形の形状、特に鋭角の”>”型図形が運動認識を引
き起こすかどうかについて主観評価実験を行った. 
白い背景上に 60°の尖端型図形を配列した図を４種
類作成した(Fig. 3). 10 名の被験者に距離 1 m, 照度
750 lx の環境で観察させ, (1. 尖端側に動いて見える
/ 2. 非尖端側に動いて見える/ 3. 運動は見えない) 
の３つから選択回答させた.  
 

 
 
 

３． 実験結果 

 各図形における運動方向の認識率（被験者平均）をFig. 4
に示す. いずれの図においても非尖端側への運動は認
識されていない. 左右２方向の図形を並置した
Bi-direction 図形の方が運動認識率が高く, また, 
密に並べたClose図形の方が運動の認識率が上がって
いる. 
 

 

 

４． 考察 

 尖端型の図形には, 尖端方向に運動を認識させる効
果が確認された. この効果は図形が互い違いの方向
に配置された場合により顕著となった.  
 また, 尖端型図形を並べる間隔を密にすることに
よっても尖端方向への運動認識率が上がる. この時
に非尖端側に配置された尖端型図形が, 尖端側に配
置されたかぎ型図形よりも小さく見える錯視も認識
されている. 
 

５． まとめ 

 尖端型図形を直線状に配列する図形において、以下
の知見を得た. 
1) 尖端方向への運動認識を確認した. 
2) 運動錯視は尖端型図形を互い違いの方向に向けた

Bi-direction 図形のとき, 認識率が増加した. 
3) 尖端型図形を密に配列することによって運動認識

率が増加した. 
4) 図形内のコントラスト差以外の運動錯視の要因と

して, 図形の尖端方向に運動を認識する傾向を確
認した. 
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Fig. 2 Fraser-Wilcox pattern 

Fig. 3 Observed patterns 

Fig. 4 Recognition rate on each pattern 
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